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※本資料は、検討過程の内容であり、今後の調整等により事業内容等は変更されます。
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令和3年度 周南市スマートシティ推進業務

◼ 第二回ワークショップの概要

第一回ワークショップで出された意見をもとに、３つの困りごとが解決された姿を想定し、その姿に至るためにはどのような取組アイデアがあるか
について議論を実施。

解決された姿 課題

歩いて外出しやすく
健康的な生活を楽しんでいる

遊びや交流、学び等の活動が
活発に行われている

安全な生活環境の中で、
安心して活き活きと暮らせる

• 周南緑地公園がより若者に利用されるようにするためには？

• 地域内を歩いて移動しやすくするためには？

• 日頃の買い物をより楽にするためには？

• 健康的に暮らすためには？

• 地域内の場所に、よりお出かけしたくなるようにするため
には？

• 交通事故を減らすためには？

• 野犬や不審者から身を守るためには？

• 子供たちや保護者が安心して公園や施設を利用できる
ようにするためには？

• 各施設等で開催される催し物やイベントの情報をより
効果的に伝えるためには？

• 地区内の公園や施設を子供たちが楽しく使うため
の工夫は？

• 健康づくりのために地域の医療機関やフィットネスク
ラブ等の事業者に期待するサービスは？

• ウォーキングの習慣を作るためには？

• 街中をもっと歩きたくなるような仕掛けは？

• 公園や競技場の利用者がより施設を利用しやすくする
ためにあるとよいサービスは？

• 危険な場所を把握するためには？

• 野犬や不審者に関する情報を知らせるためには？

• 夜間に安心して通勤通学や外出が出来るようにするため
には？

宅配や遠隔診療等のオンラインサービ
スを利用できるとともに、身近に買い物、
憩う場所があり、気軽に外出もできる。
買い物や医療機関の受診と併せて歩く機
会をつくったり、公園やスポーツ施設で
の運動を行い、健康的な生活を楽しんで
いる。

子供達が、放課後や休日、友達や家族

と遊んだり、学んだりしている。地区住
民や来訪者が、周南緑地公園を憩いやス

ポーツ、新たなアクティビティの場とし

て活用し、地域への愛着を深めている。

公園の利用、通勤・通学等において、
野犬や自動車、夜間の暗さ等によって生
じる危険が抑制されることにより、安全
性が確保され、いつでも安心して通勤・
通学、外出、屋外での活動を行うことが
できる。

▼第一回ワークショップ結果を基にまとめた、「困りごとが解決された姿」 ▼第二回ワークショップ（羽藤先生の基調講演+意見交換）
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§１.第二回ワークショップ等について

1 第二回ワークショップのまとめ
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⚫インターネットの世界で一番難しいと言われているのは、
ローカルな情報の共有である。政治のニュースなどは
ネットで検索すればわかるが、ここが冠水した、ここで
野犬が出たといった身近で起こっていることを共有する
のは難しい。その共有が重要な視点と思った。

⚫世代の違い、目や耳が不自由な人などを思いやって、情
報が届かない人もいるのではないかという観点でスマー
トシティの情報をどうやって取るべきか、流すべきかを
考えることが重要だと気付かされた

⚫通学の時間帯に散歩の時間を合わせるなど、少し皆が重
ね合わせるだけで、安全な時間帯や安全な道ができると
ういうのは良いアイデアだと思った。週1回や月1回から
試してみると面白い。

⚫地域の情報をお互い知るためのポータルサイトはすぐ
に実現できそうで、あると良いと思った

⚫ BMXやスケボー、ストリート文化などの話があったが、
スポーツの凄い人がいて、あの人から学べる、あの人
がプレイしているといったことがポータルで確認でき
ると活気ある町に繋がるきっかけになるのではないか

⚫情報共有のポータルサイトをここで作っていくことが、
遊びや交流、学びが活性化する基盤になるのではない
か。

令和3年度 周南市スマートシティ推進業務

1 第二回ワークショップのまとめ

◼ 第二回ワークショップの結果について

歩いて外出しやすく健康的な生活を楽しんでいる

歩きたくなる
動機付け

今ある活動
の強化

地域の魅力ある
スポットづくり

歩きやすい
環境づくり

• 100歳体操、ラジオ体操、グラウンドゴ
ルフ、ノルディックウォーキングなど、
すでにたくさんやられている健康づくり
の取組を、地域の中で増やしていく。

• 住宅街の中の小さな公園を人が集まる場
にする。（ピザ窯を置く、バスケット
ゴールを設置するなど）

• 地域内を巡りたくなる仕掛けをつくる。
（ウォークラリーの開催、御朱印、テー
マに沿ったチェックポイント、など）

• 地域資源をデータ化して集約する。
• 学校空間や、緑地公園のグラウンドなど

を活用して活動の場にする。

• 歩いたらポイントがたまるアプリなどを
作って、お店などで使えるようにする。

• 健康づくりに参加しやすいように景品を
付ける。

• 楽しく参加できるように目標を見える化
したりみんなで共有する。

• 歩くルート上に自動販売機やトイレなど、
便利な設備をつくる。

• でこぼこの道を歩きやすく整備する。
• 買い物で荷物の宅配・配達サービス利用

（今も利用している）

遊びや交流、学び等の活動が活発に行われている

地域情報の
共有

新たな
プレイスポット

づくり

コミュニティ
の場づくり

• 情報を発信・共有するポータルサイトなど
で、地区内の施設の利用状況の確認や予約
ができるようにする。

• イベントなどの情報をチラシにして各戸に
配布したり、小中学生の持つタブレットに
配信する。

• 地域で馴染みのあるバスケットボールの屋
外コートをつくる。

• 最近の子供や親子で遊びたくなる施設をつ
くる（室内プレイルーム、スケボー・自転
車、など）

• BMXやスケボー等の競技の第一人者が利用で
きるような施設をつくり、文化を発信。第
一人者の練習場が人気のスポットになる。

• 旧徳山商工高校の敷地をプレイスポットに
活用する。

• 西緑地を使いやすく綺麗にする。（ホタル
増殖、休憩機能整備、キャンプ・BBQ、プレ
イパークなど）

• お菓子教室や親子で畑づくり・芋ほり体験
ができるように施設や設備を使えるように
する。

• 子どもが遊ぶ間に、親同士が交流できるカ
フェ等の場をつくる。人が集まることは、
自然と子供たちに対する防犯につながる。

• 来訪者を繋ぐきっかけを作るために、子ど
もが遊んでるのを誰かが見守ってくれる有
料サービスを導入。

新鮮でローカルな
情報共有

あらゆる人に対
する情報共有

安心安全な
仕組みづくり

• 道路の状態（舗装の危険個所など）や野犬
など、地区内の状況を住民がチェックして、
アプリなどでリアルタイムな情報を流し、
行政が主導で対策する。

• 防災MAPなどで危険個所を地域で共有する。
• 災害時に素早い対応が可能な情報共有ツー

ルや体制をつくる。

• 野犬・交通事故・災害などの危険が一元的
に把握できるように、様々な情報を統合し
公開する。

• 様々な世代や属性に応じたツールを利用し
て情報共有。

• アプリを学校の授業で取り上げるなどして
多くの人の活用を促す。

• この高さまで浸水した、など災害の実績を
現場に記録して見える化する。

• 防災ラジオなどの情報端末を普及する（現
在も自治会でしているが全ての人へは難し
い）

• 住民それぞれが外出する時間帯を重ねるこ
とで、防災・防犯、見守り機能を高め、街
の安全性を高める。

• 地元企業の地域活動への協力や、自主防災
組織の活性化など地域コミュニティの強化。

安全な生活環境の中で、安心して活き活きと暮らせる

⚫楽しいから健康になるということを一貫して皆さん
が言われていたので、色々あるものにもっと楽しい
ことを重ねていくことは、良いと思う

⚫公園にピザ窯（災害時には炊き出しに使える窯とな
る）を置いたり、地域のスポットを一年間に何回回
れるかなど、楽しみを点在していくことが良いと
思った

⚫楽しむということを健康に繋げ、皆で見える化した
り、共有する仕組みをスマートシティで出来ると良
いと思う

羽藤先生による講評 羽藤先生による講評

羽藤先生による講評

§１.第二回ワークショップ等について
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令和3年度 周南市スマートシティ推進業務

2 第三回ワークショップ代替アンケートのまとめ

◼ 第三回代替アンケートについて

◆ 第三回ワークショップでは、来年度以降の計画作成に向けて、「10年後のライフスタイルを具体化しよう」という題目で、「どこでやるか」「誰がやるか」「どのようにやるか」

の3テーマで意見交換を実施予定であったが、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う「まん延防止等重点措置」が県内全域に適用されたこと等を受け、集団で同じ会

場で集まる形式でのワークショップ開催が困難であると判断し、その代替として、参加者に対してアンケート調査を実施。

▼第三回ワークショップの代替として参加者に配布したアンケート用紙

§１.第二回ワークショップ等について
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令和3年度 周南市スマートシティ推進業務

周南緑地公園
中央緑地

周南緑地公園
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徳山中央
病院

徳山リハビリ
テーション病院

徳山商工

周陽小

周陽中

周陽
公園

遠石
小

浄水場

遠石市民
センター

周南緑道緑地

ドラ
ッグ

コン
ビニ

コン
ビニ

コン
ビニ

コン
ビニ

銀行

郵便局

銀行

コン
ビニ

ドラ
ッグ

補助
競技場

野球場

陸上
競技場

総合
スポーツ
センター

庭球場

水泳場
サッカー場

墓地公園

社会就労
センター

消防署

フレンド
パーク
(遊具)

ソフト
ボール
球場

グラウ
ンド

グラウ
ンド

グラウ
ンド

国道2号

遠石八幡宮

P

P

P

商
店
街

書店衣料 スポ
ーツ

スポ
ーツ

病院

介護
施設

ゆめタウン
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周南緑地公園
西緑地

保育園

保育園

保育園

周南緑地公園
・周南緑地をフル活用したスパルタンレース。普段利用がない、樹林帯も活用する。
・電動アシスト付自転車の貸し出し、郵便局やコンビニ、市民センター等の空きス

ペースを活用して自転車の設置。アプリを構築してスマホ等から気軽に自転車
の予約を行えるように環境整備。買い物難民対策、健康増進につなげることを
目的。西緑地・東緑地にサイクリングコースを作ると3世代で楽しめる場所にも
なり得る。

周南緑地公園中央緑地
・乳幼児（3歳以下）が遊ぶ遊具や、保護者が快適に過ごせるスペースがある屋内

施設を設置する。
・【水泳場】県の大会が出来るくらいの屋根付きの立派な施設にしてほしい。

・【フレンドパーク】休日、フレンドパーク周辺でキッチンカーでの販売活動。ま
た大道芸の実施。

・【陸上競技場】ランニングコースの整備し、ミニ駅伝大会を開催する。
・【野球場】津田スタジアム有効利用（芝生に転がって、他地域開催のイベントや

スポーツ大会のパブリックビューイング、例：レノファやペイトリオッツ戦）。

周南緑地公園西緑地
・アクティビティ会場の設営（四輪バギー、バン

ジージャンプ等）
・フリーマーケットが定期的に開催されるように

なると楽しい。
・ドッグラン施設の設置、飼うことの出来なく

なったペットの引き取り施設の設置。ペット
ショップを誘致して両施設の運営を図ることで、
雇用創出、野犬化させない取組みとする。ペッ
トとの共存ができる街づくりの創出。

周南緑地公園東緑地
・親子で楽しめる施設や遊具を設置する。（アスレチックやボル

ダリング等）
・若者が楽しめる施設を設置する。（バスケットコート、スケ

ボー、BMX等）

・屋内外でくつろげるオープンカフェや移動販売を誘致する。
・スケボーの施設を作ってほしい（できれば全国大会や、欲を言

えば世界大会ができるくらいの立派なものを望みます。徳山大
学が公立化して多くの大学生が集まり楽しんで練習できる場所
になれば他県の若者も集まってくると思われます。若者のパ
ワーで周南市を活性化する拠点になると期待します）。

・親子で遊べるようなイベントを開催する。
・徳山大学の大学生が小学生にスポーツの基礎をおしえてくれる

ようなイベントを開催する。
・夏休み、冬休み等の主に小学生の遊び場所として解放してほし

い。（総合スポーツセンター）

周南緑道緑地
・緑道を整備して、健康増進を図る器具や遊具を

設置する（距離も表示し、各器具には消費カロ
リーや適応年齢レベルなどを表示）。

周陽市民センター
・コミュニティーさんや子供会さんと一緒に、また薯畑が復活で

きることを願っています。
・夏休み、冬休み等に小学生の遊び場所として解放してほしい。

周陽小学校・周陽中学校
・空き教室を住民に開放する。
・学校の部活動が社会体育に移行して、土日祝日

はグラウンドを駐車場として利用。
・教育の推進(プログラミング教室、英会話、教

科ごとの学習・指導、科学実験、習字教室)
・小・中学校の教育の見直し（型にはまった画一

的、量偏重の教育ではなく、子供のレベルに

あった質重視の教育の見直し）。

徳山商工跡地
・設備を生かして地域活性化の拠点を作りたい

(スポーツの練習会場、文化活動の場〔仕事を
終えたお母さんが買い物をされている間、子供
さんを預かって一緒に遊ぶような子供ルーム、
高齢者の皆さんがゆっくり集まって話し合った
り、お茶を飲んだり出来る部屋〕）。

・跡地を活用した新たなプレイスポットの創出
（スケボー広場やBMX専用コートの整備）

・周南公立大学看護科実習棟の設置、スケボー会
場の設営、スポ少室内競技練習場の誘致。

周陽、遠石地区（全域）
・駅伝大会の開催。

・野犬の出没状況を調べて対策の話し合いをしてほしい。
・見守りカメラの設置。通学路を主としてカメラの設置。また、

交通事故の多い箇所にもカメラを設置して、対策を行う一助と
する。BLEタグを活用して地区をあげて、お年寄りや子供達を
守る街づくりを進める。

・BLEタグの配布を行い、災害発生時の避難所利用者の一元管理
を行うことができる環境づくり。避難所の許容状況を行政が確
認できる等のメリットにもつながる。

・地区の歴史探訪、ポイントごとにアプリを読み込ませると昔の
建造物の写真やその説明を確認することが可能。歴史や成り立
ちを知ることで地域への愛着を感じ、また、健康増進につなげ
る。

・一定の要件のもと、高齢者を中心としてタブレットを配布。地
域情報（イベント開催、ゴミ出し内容等）を配信し、また、災
害時や緊急時の連絡手段として活用。小・中・高・大とも連携
を図り、高齢者とのつながりを確保する。

・地域の四季（特に東緑地の桜の木）を感じることができるよう
に、子供たちの工夫を凝らした動画等の配信に取組む。

・ウォーキングの推進（ウォーキングマップ、ウォーキングタイ
ム〔登下校時に合わせ、7：00～8：00、15：00～17：00など〕
の設定）

周陽公園
・児玉公園のように立木を伐採して、視界を良く

することで、清潔感があって防犯にも役立つ。
岩国の愛宕山のフクロウ公園のように、防災基
地を意識したつくりにする。

どんなことをやる？
どこでやる？

※2月21日までに到着した回答について、一部修正して記載しています。

§１.第二回ワークショップ等について

2 第三回ワークショップ代替アンケートのまとめ
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令和3年度 周南市スマートシティ推進業務

自分にできることはある？

❍未就学児や小学生の見守りや一時的な預かりは出来ます。

❍小中学生の算数、数学の遅れを取り戻す手助けは出来ます。

❍小・中学生に勉強を教えることができる。塾に行かなくても自

分で勉強、高い学力を身に着けることができるように教育格差

をなくしたい。

❍コロナで活動を中止するまでは、小中学生を対象としたお菓子

教室をしていました。

❍周南緑地内を散策し、魅力的な情報やスポットをSNSへ投稿、

掲載します。

❍高齢者の方とウォーキング体験、子どもとウォークラリーを楽

しみます。

❍スポーツの分野において専門性の高い講師の先生方とともに、

市民向けの運動教室を開催します。

❍学校として、

・イベント等に児童を参加させる。

・地域の安全マップを作成する。

❍登下校時の見守り。袋小路になっている箇所が多く、交通事故

や防犯面の危険と想定する箇所の洗い出し。

❍パトロールでマップをつくるには実際に歩いたり、情報を収集

する。野犬がいたらその情報を発信する。

❍ PC、スマホ等の操作を教えることができる。

周りで一緒にできる人、お店、団体を知ってる？

❍公立化された徳山大学の学生さんや徳山高専の学生さんにヤング

パワーを発揮していただいて運動サークルの指導や施設、設備の

管理運営の補助をお願いできないでしょうか。それらの活動はイ

ンターンシップとして学業の単位に加えてほしいと思います。こ

のように地域貢献活動をした学生さんが卒業後も地域の担い手と

して活躍してくれることと思います。

❍私は周南市の母子保健推進協議会の活動をしています。会員の仲

間は子供さんの見守りや、あずかり、遊び相手等は喜んで引き受

けてくれる人ばかりです。

❍市内の各種競技団体とともに、初心者教室を開催しよう。

❍周陽、遠石地区の自治会、体育振興会の方と協力し、地区対抗の

大運動会を開催しよう。

❍周南市役所と郵便局の包括連携協定の活用。配達バイク・車両等

の活用により、高齢者や子供の見守りに活用等。

❍周南市防災機器管理課、防災アドバイザー制度の活用。避難上運

営の在り方等について検討。また、災害状況確認のためのドロー

ン技術向上に向けた取り組み。

❍上馬屋の休耕田を活用した食育取組み。子供や学生と地域の方と

共に取り組むことのできるように働きかけ。

❍野犬対策を一緒に手伝ってくれる企業などを募って参加してもら

う。野犬情報をドローンで発信してわかるように（共有）する。

❍ウォーキング仲間を数人集めることはできます。

§１.第二回ワークショップ等について

2 第三回ワークショップ代替アンケートのまとめ ※2月21日までに到着した回答について、一部修正して記載しています。
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令和3年度 周南市スマートシティ推進業務

どんな情報が欲しい？

それをどうやったら「キャッチ」できる？
どんな情報が「見える化」できたらいい？
その情報をどうやったら上げやすい？ 情報を

上げる

情報を

受け取る

❍市内で開催されている各種スポーツ大会の情報、結果、速報を見える化したい。それ

ぞれがそれぞれで掲載等している状況なので、一元化したサイトを作成し、集約する。

❍イベント情報

主催者の枠をこえて、一つのサイトで見える化。主催者側にサイトに載せると集客で

きると思ってもらえるような、知名度の高いサイトを作る必要がある

❍小・中・高・大のイベントや地域の情報を見える化する。特に高齢者が容易に確認で

きるようにタブレット配布等の対応が必要。

❍フレンドパークの混み具合を見える化したい。フレンドパークの特設サイトを作成し、

遊具の紹介や混み具合、開催イベント、キッチンカー情報を掲載する。

❍市民（子ども）の安心・安全につながる情報→投稿アプリを運用する。

❍施設の予約状況、人数、時間制限を知り、空いていれば手軽にその直後に予約ができ

るシステムをつくる。

❍キリンビバレッジスポーツセンターの駐車場等に定点カメラを設置する。満車状態の

把握や防犯に役立てる。

❍市広報等は小中学校の児童生徒が１人１台持っている、タブレットに一斉送信する。

❍災害発生箇所や危険箇所を写真に収め、周南市の特定アプリに投稿。リアルタイムで

確認ができるようにシステム構築。但し、投稿者が明確に出来る等の条件が必要。

❍町民のアナウンスなど帰宅のサイレン、緊急時の連絡をサイレンや言葉で放送してい

く。野良犬を発見したら情報をどこにあげたらいいか。

❍医療機関の情報

女医さんがいる、・土日の診療（薬局も含めて）、混み具合の確認や予約も一緒にと

れると良い。

❍悪天候時の通勤経路の道路の状況、混み具合を知りたい。スマホ

で、リアルタイムな道路状況を表す映像の閲覧ができるように

なってほしい。

❍市民（子ども）の安心・安全につながる情報

投稿アプリの無料ダウンロード、電子掲示板の設置

❍施設が有料であれば、予約の時にスマホで決済できるシステムを

つくる。

❍満車とわかれば、事前に車を乗り付けない。

❍小中学校の児童生徒が毎日持って帰るタブレットを家族が見て、

市の状況を把握する。

❍地域の局所的大雨や災害発生時に、近くの地域情報をスマホなど

で早めに知りたい。

❍市民センターに行けば地域内のイベントや予定などが掲示されて

いてまとめて見られるようになっているといい。

❍高齢者を中心としてタブレット等の通信機器を配布。あらゆる情

報を知り得るツールとして活用することが可能となる。

❍野良犬の情報が欲しい。アプリでわかるように

❍町民のアナウンス。帰宅時刻のサイレンアプリなどで確認メール

❍地域、イベントのカテゴリーなどを予め登録しておき、イベント

情報が更新されるとスマホに通知やメールが届く。

§１.第二回ワークショップ等について

2 第三回ワークショップ代替アンケートのまとめ ※2月21日までに到着した回答について、一部修正して記載しています。
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令和3年度 周南市スマートシティ推進業務

来年度以降の取組（事業計画）への反映

課題が解決された姿
Why？

（なぜやる？）
What？

（何をやる？）
Where？

（どこでやる？）
Who？

（誰がやる？）
How？

（どうやってやる？）

歩いて外出しやすく、
健康的な生活を楽しんでいる

遊びや交流、学び等の活動が
活発に行われている

安全な生活環境の中で、
安心して活き活きと暮らせる

第一回ワークショップで出された地域の課題を整理し、「困りごとが解決された姿」を３つ設定した。その実現に向けて、第二回ワークショップと第三回ワークショップ
（代替アンケート）によって、具体の方法（What[何をやるか]、Where[どこでやるか]、Who[誰がやるか]、How[どうやってやるか]）についての意見交換を実施した。

それらの結果は、下記のように、5W1Hの形で整理をすることによって、来年度以降の取組（事業計画）への反映をする予定。

§１.第二回ワークショップ等について

第三回ワークショップ（代替アンケート）
の結果を踏まえて、今後整理予定

3 ワークショップ等のとりまとめイメージ
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1 事業計画（課題と施策案）

方針 ワークショップで得られた課題
デジタル技術等の活用 （参考）

ハード対策短期的な施策案 中長期的な施策案

ウ
ェ
ル
ネ
ス
化

第
１
回

• 坂道が多い地形を踏まえ、お年寄りの徒歩移動に対

するサポートが必要

• お出かけを促進する地区内での催しや講座等に関す

る情報提供が必要

• 自宅から気軽に買い物に出かけられる場所の確保が

必要

• 歩く楽しみや自らの健康を実感できる仕組みが必要

山口健幸アプリ等との連携による
外出機会の創出・歩く楽しみの提供

• ウォーキングデータ（コース・頻度等）から新
たなコース設定（地域の方と一緒にコース
を探索・設定）

• 講座と参加者の体力・健康データとの結び
付けによるAIを用いた健康指導

• ウォーキング実績に応じたポイントの付与
• バーチャル空間におけるウォーキングコー
スの確認（外出ができない方向け）

ウォーキングイベントの開催による
モチベーションや外出機会の創出

• チャレンジ目標やミッションを設定し、ポイ
ントを付与

• ウォーキングコースのチェックポイントでの
情報発信（野犬やイベント等の情報提供）

健康情報の一元管理による
継続的なウォーキングや外出の促進

• 健康情報や健診データ、ウォーキング等の活
動状況をかかりつけ医と連携した健康管理

• 高齢者の外出頻度の減少を自動検知し、本
人への通知等による外出促進、遠方の子供
等への見守り通知

個々のデータに基づいた
最適な運動計画や健康情報の提供

• AIによるウォーキングコース提案
• データに基づく健康状態の判定や改善提案

オンライン健康増進プログラム
（オンラインインストラクター）の開催

• オンラインによる場所にとらわれない健康プ
ログラムの提供

ウォーキン
グ・ランニン
グステーョン
の設置

第
２
回

• 歩くとポイントが付与される等の歩いて買い物した
くなる仕組みづくりが必要

• ウォーキングイベント等歩きたくなるきっかけづくり
が必要

• ウォークラリーのチェックポイントを設置するなど地
区内に歩いていきたくなる場所づくりが必要

• 共通の目標を持ったウォーキングを促進する等目標
を見える化する

• 自販機やトイレなどウォーキングルートの環境整備

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
化

第
１
回

• 周南緑地公園等地区内で、若者に支持される新たな

アクティビティが必要

• 公園（スポーツ施設）施設利用者の飲食等を支える

機能が必要

• 公園等、地区内で開催される催し物やイベントに関

する効果的な情報提供が必要

人流データの収集による
ニーズや課題の把握・整理

• 周南緑地公園利用状況（人の動き・滞留状
況）のモニタリングによる見える化（WiFiス
ポットで検知されたスマホの情報 で公園
内の人流を可視化）

• AIカメラを活用したフレンドパーク内の人
の集まり状況の可視化（属性判別で親子連
れが多い時間帯を判別し、その時間帯に人
が集まり交流が生まれる環境づくり）

• 高齢者を対象に、公園に来た方に毎日ポイ
ント付与

交流の場を設定することによる
地域コミュニティの強化

• タブレット等を活用した学び、リモートを活
用したワークショップを開催

• 地区内の遊び、学び等プログラムに関する
情報集約、登録者や地区滞在者への通知

人流データの分析による
地域課題の解決や賑わいの創出

• エリアでの人流（滞在人口、滞在時間、建物
間のOD）を用いた、効果的な移動式店舗や
デリバリーサービス

• 公園内の人の多さの状況を周辺店舗と共有
した移動販売による活性化

• EV車による公園内の移動支援と移動ニーズ
の把握（公園内巡回バス等の導入検討）

講師と受講者、利用者間等の
マッチングサービス

• 教えたい人と教わりたい人のマッチングに
よるサービスの充実

• コミュニティや情報共有の場の提供
• 施設の利用促進

施設予約システムの構築による
施設の利活用、利用促進

• 施設の利用状況や空き状況、予約受付等の
情報の集約と共有

公園施設のリ
ノベーション
（憩いの場、
カフェ等）

移動販売車
の配置

EV車両の導
入（公園内の
円滑な移動）

バスケット
コート・ニュー
スポーツ施設
の設置

第
２
回

• 色々な人が楽しめる総合的施設としての新しいプレ
イスポットづくりが必要

• 子供を遊ばせに来た子育て中の親同士が繋がるな
ど、来訪者をつなぎ情報交換の場となるようなコ
ミュニティづくりが必要

• 体育館やグラウンドなどの施設の利用状況などの情
報の集約と共有

令和3年度 周南市スマートシティ推進業務
§２.事業計画（素案）

※アンケート、企業ヒアリングが完了していないなど、まだ検討や調整を必要とする内容を多く含んで
いますので、今後、事業内容等は変更されます。
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1 事業計画（課題と施策案）

方針 ワークショップで得られた課題
デジタル技術等の活用 （参考）

ハード対策短期的な施策案 中長期的な施策案

セ
ー
フ
テ
ィ
タ
ウ
ン
化

第
１
回

• リアルタイムに野犬の出没情報を把握でき、野犬との遭遇
の確率を低減させる仕組みが必要

• 夜の暗さや交通事故の危険性を気にせず、安心して外出で
きる公園内や道路環境の改善が必要

• 子供や高齢者が安心して行動できる見守りの仕組みが必要

• 災害も含めたリスクに関する情報共有の仕組みが必要

危険な情報のリアルタイムな提供
• 野犬や不審者の出没情報の提供、リ
アルタイムでの通知

• 道路陥没等の情報提供、リアルタイム
での通知

• 野犬、道路陥没等の情報提供者にポ
イントを付与

子供や高齢者の見守り・安全確保
• AIカメラ等を用いた見守りサービス
の提供

• 高齢者、子どもが所持するスマホか
らWiFi接続状況を特定し見守りサー
ビスの提供（徘徊老人）

AIによる危険の予測や排除
• 不審者や野犬をAIカメラで検知しデータ
として蓄積することで出没傾向の把握、リ
アルタイムでの通知、近づけない仕組みの
構築

スマート街灯の設置による
夜間の公園内や道路環境の改善

• 日照と人や車の流れに応じた照度のマネ
ジメント

• 人流データ分析（WiFiスポットから人流を
把握：場所、時間帯）から効果の高い箇所に
スマート街灯を設置

• 野犬が嫌う周波数の発信機の設置による
野犬対策

災害時の防災拠点化
• 災害時におけるEV車両を用いた電源ス
ポット、ローカル５Gの設置により、地域住
民の情報収集の確保

• 電力確保による周南緑地施設の防災拠点
化

安全な道路空
間（安全に動
ける道路整
備）

EV車の充電
スポット整備

ローカル５G
基地局整備

第
２
回

• 危険情報に対してローカルでリアルタイムな情報の共有

• 住民の生活時間帯に合わせた防災・防犯活動、見守り

• 野犬・交通事故・災害の危険情報の一元的な公開

• 世代・属性に応じたツールでの情報提供（スマホの無い人
などにも届く情報提供）

• 災害の実績の記録

令和3年度 周南市スマートシティ推進業務
§２.事業計画（素案）

※アンケート、企業ヒアリングが完了していないなど、まだ検討や調整を必要とする内容を多く含んで
いますので、今後、事業内容等は変更されます。
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◼ 事業計画の立案にあたって記載項目案を以下に示す。

2 事業計画：ロードマップ案

時期
成果

検討時 1年目 2年目 3年目以降

想定する
ゴール

（R3は実績）

・モデル地区の選定（周南緑地）
・モデル地区住民との課題共有
・次年度以降の事業計画の企画立案
（概算事業費の試算）

・スマートシティ推進協議会の運営

・プレ実証実験
・次年度の事業計画の立案
・短期の概算事業費の算出
・コンソーシアムの設立（メンバー選
定）

・実証実験
・次年度の事業計画の立案
・短期の概算事業費の算出
・コンソーシアムにおけるビジネスモ
デルの検討（企業間連携）

・社会実装
・次年度の事業計画の立案
・コンソーシアムによる運営の開始

実証等
（プレ実証

～
社会実装）

・ワークショップによるモデル地域の
課題とニーズの把握

・講演会による地域住民等へのスマー
トシティの必要性の説明

・プレ実証の実施内容の整理

・プレ実証実験の協力企業の募集
・プレ実証実験の実施
・プレ実証実験から得られたモデル地
区における新たな課題、ニーズの把
握と分析

・実証実験の協力企業の募集
・実証実験の実施
・実証実験から得られたモデル地区に
おける新たな課題、ニーズの把握と
分析

・他の地域への展開の検討
・スマートシティの恒久的な実施を実
現するための市財政のキャッシュフ
ローの継続的な分析

ワークショップ・推進協議会の開催 実験結果等を組織つくりにフィードバック
より密に実験と組織を関連付け

実態に即した組織つくり
社会実装に向けた連携

組織作り

・スマートシティ推進協議会の設立
・コンソーシアムの役割等の定義
・コンソーシアムの事例収集
・コンソーシアムの構成案の整理（他
事例の調査、整理）

・スマートシティ推進協議会、コン
ソーシアムの関連性・協力体制等の
整理

・コンソーシアムの形成（連携できる
事業者との連携による実証実験の実
施）

・コンソーシアムの形成（幅広い主体
の募集と事業提携へのチャレンジ）

・コンソーシアムの形成（実践を踏ま
えた持続可能なコンソーシアムの構
築）

ワークショップ・推進協議会の開催
推進協議会にて

デジタルデータの活用検討
推進協議会の承諾による
デジタルデータの活用

デジタルデータの蓄積・運営

情報基盤
PF構築

・プラットフォーム（PF）導入の決定
・企業ヒアリングに基づく要素技術と
情報基盤の整理

・PFの構築・運営企業の検討、選定
・要素技術の保有企業からのデータ連
携の仕組みの構築（アプリ等から
AIP連携等）

・PFの試行で構築 ・PFの構築、本運用開始

主体
行政

民間

令和3年度 周南市スマートシティ推進業務
§２.事業計画（素案）

※アンケート、企業ヒアリングが完了していないなど、まだ検討や調整を必要とする内容を多く含んで
いますので、今後、事業内容等は変更されます。
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周南市スマートシティの施策メニュー案

3 デジタル技術等の導入とデータ連携のイメージ

周南市スマートシティスタート
時間軸

【健康増進】
まち全体ウォーカブル&
ウェルネスタウン化

【遊び・学び・憩い】
若者や子供の愛着を
育てるホームタウン化

【安心安全なまち】
安心安全に生活できる
セイフティタウン化

【
1
年
目
】
プ
レ
実
証

【
2
年
目
】
実
証
実
験

【
3
年
目
以
降
】
社
会
実
装

ウォーキングで健康増進
市民の誰もが取り組めること

（スモールスタートの気運醸成）

栄養に配慮した
レシピの提供

野犬対策で安心安全
（情報提供）

周南緑地で１日過ごす
（施設予約システムの構築）

道路陥没箇所
の情報提供

スマート街灯による夜道の安全
対策

導入
段階

【データ蓄積と分析】
周南市スマートシティ
プラットフォーム
（ＤＢ・情報基盤）

提供者に
ポイント付与

提供者に
ポイント付与

野犬が嫌う周波数
の発信機による野犬駆除

人流データ収集
（WiFiスポットでスマホ台数を検知）

野犬が多くいる場所
に設置

オンライン
フィットネス

習い事の講師を
したい人の募集

の分析結果から付与されるポイント

歩数等の記録に応じたポイントの付与
（PFに蓄積されたデータに基づき付与）

企業・大学・高専

移動販売車の出展

高齢者・子どもの見守り
サービス

AIカメラによる
野犬検知

人が多い場所・時間帯
の分析

ウォーキングコースの設定（初中上級）

人流
データ

データから最適な
マッチング

プラットフォームは、
山口県データプラットフォームの活用も想定している

市が保有する各種行政データ
※交通データ、人口データ等

ウォーキングコースの地形・距離等のデータ
初中上級コース設定（手動）

バーチャル空間で
ウォーキングルートを探索

野犬の目撃のデータ
（しゅうなん通報アプリ） 野犬の出没分布・

リアルタイム情報の分析

歩数等のデータ

ウォーキングイベント開催

歩数等のデータから
ポイント付与を分析

道路陥没等のデータ
（しゅうなん通報アプリ）

各施設の設備・利用方法、
利用時間等の蓄積

施設予約
データ

AIカメラによる
フレンドパークの人の可視化
人が多いときに集まり・交流

ウォーキングコースのチェックポイント
での情報提供（野犬・イベント等様々）

AIを活用した
健康指導

AIによるウォーキング
コースと健康効果の提案

道路陥没等の
リアルタイム情報の分析

アイデアデータの蓄積
他の事例から効果分析

AIカメラによる現在の人の
集まり状況の可視化分析

EV車の貸出データから
移動ニーズの分析

野犬の多い場所・時間帯
の分析

講師・講座、生徒のデータ
から人材マッチング分析

レシピデータの蓄積
条件に合致するレシピ分析

ウォーキングデータ
健康データの蓄積・分析

習い事を
したい人の募集

講師・講座
データ

生徒
データ

分析結果から
効果的な
場所に対策

カメラ画像データ

分析結果から効果が期待
される技術を検討

住民からのアイデア

技術開発支援

技術開発支援

分析結果から個人の
最適な健康指導

分析結果から個人の
最適なプランを提案

分析結果からその人
に必要な情報を提供

カメラ画像
データ

人の集まり
状況（年代別）

分析結果から自分に最
適なプランを提案

レシピデータ

分析結果から健康増進
メニューの提案

提供者に
ポイント付与

蓄積映像から歩きたい
コースを確認

地域住民で
ウォーキングコースの映像化

コースの
映像データ

映像データ蓄積（手動）

野犬対策の
アイデア募集

小型EV車の導入による
公園内の円滑な移動

走行・貸出データ

災害時の拠点化
（EV車、ローカル５G）

令和3年度 周南市スマートシティ推進業務
§２.事業計画（素案）

※アンケート、企業ヒアリングが完了していないなど、まだ検討や調整を必要とする内容を多く含んで
いますので、今後、事業内容等は変更されます。
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4 データ連携・データプラットフォームのイメージ

【3年目以降】

【2年目】

【1年目】

ウォーキング・
散歩をする

買い物に行く

施設を予約・利用
する

周南緑地で
子どもと遊ぶ

見守りサービスを利用

野犬出没、道路
陥没情報を登録
する

健康を考慮した
レシピを発信

オンラインプログ
ラムに参加

AIによるウォーキングコー
スと健康効果の提案

野犬の出没分布、道路陥没等、
リアルタイム情報の分析

人流データ分析による
適切な移動店舗の出店

混雑状況の可視化・分析

オンライン健康増進
プログラムの実施

バーチャル空間での
ウォーキングルートの確認

備品や空調等も含めた
施設の予約システム

スマート街灯による
夜道の安全対策

災害時の拠点化
（EV車・ローカル5G）

運動記録をつける

周南市スマートシティ
プラットフォーム
（ＤＢ・情報基盤）

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
蓄
積

AIカメラデータ

野犬・不審者情報

SNS情報
（レシピ等）

健康データ

野犬や不審者の
目撃データ

地形・距離・
道路陥没等の
データ

施設予約・利用
データ

行政データ
（交通・人口等）

マッチング情報

講師と利用者の
マッチングサービス

栄養に配慮したレシピ
の共有サイト

人流データ（場所・時間
帯等）の取得・分析

＜地域住民の活動＞＜デジタル技術等＞

アプリによる総合的な
健康管理

AIカメラによる
野犬検知

各
種
デ
ー
タ
の
分
析

人流データ
歩数等のデータ

データ分析を基にしたニーズに
合った各種サービスを受ける

野犬や不審者等の危険情報や
予測情報をリアルタイムに把握

【凡例】
：ウェルネス化
：ホームタウン化
：セーフティタウン化
：データの流れ
：関連性を示したもの

健康的な生活をサポートするオ
ンラインやアプリの積極的活用

歩数等のデータから
ポイント付与を分析

各施設の設備・利用方法、
利用時間等の蓄積

ウォーキングコースの
設定（初中上級）

映像データの蓄積

AIを活用した
健康指導

小型EV車の導入による
公園内の移動ニーズの分析

周波数等による
野犬駆除

ウォーキングイベント
に参加

バーチャル空間で
ウォーキングコースを検索

小型EV車で公園内を移動

令和3年度 周南市スマートシティ推進業務
§２.事業計画（素案）

※アンケート、企業ヒアリングが完了していないなど、まだ検討や調整を必要とする内容を多く含んで
いますので、今後、事業内容等は変更されます。
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スマートシティ取組方針

・安心して健康増進、学び等に取り組める
・交流や遊びの組が見守り等の地域の安心安
全に寄与する

野犬の出没が多い箇所、
道路陥没箇所を特定

1年目の施策メニュー案（スモールスタート：健康増進）

5 １年目（プレ実証実施年）の取組イメージ

・長期的に健康増進の取組を続けられる
・取組が生活の一部になる（自宅にいる方も
参加できる）

・地域の方が一緒になって遊び、学びや交流
が自然と行える

・教えたい人と教わりたい人のマッチング

安心安全な空間で、学び・遊びの中から自然と健康増進につながるスマートシティ

【メニュー①：準備段階】
（健・学）ウォーキングコースの設定（上中初級コース等）

【メニュー④：実証実験】
（健）ウォーキングコースをバーチャル空間として作成
（健）コースの映像を撮影し、疑似的に利用者がコースを歩いてみる、自分にあったコースを選べる
（安）野犬の出没、道路陥没箇所を地図に表示。コース上に野犬が少なく安全なルートであることを示す
（健）在宅者向けのオンライン健康増進プログラムの構築

（体が悪く外に出られない方向けの簡単な体操等）

【メニュー⑤：周知活動】
・スマートシティ（健康増進）の取
組の周知

・広告収入によるマネタイズ検証

【メニュー⑥：実証実験】
（健・学）ウォーキングイベントの開催、スケボー・BMX等のニュースポーツイベント開催
（学）虫取り・芋ほり等の習い事教室（親は他の地域の方と交流）

「ごみ分別アプリ」や
「しゅうなん通報アプ
リ」で上記施策を周知
広告機能の導入による
マネタイズの検証

【実証実験の評価分析】
・野犬等の情報収集を積極的に行い、街の良さ・改善したい箇所等を共有できる（メニュー①②③）
・地域の方が実際にスマートシティに参画し、（メニュー④⑥）
・継続的な事業実施に向けたビジネスモデルが検討される（メニュー⑤）

ワークショップメン
バーや地域住民による
最適なコースの調査、
設定

健康増進プログラムの
選定と導入

【メニュー③：準備段階】
・野犬、道路陥没等の情報提供者に
ポイント付与（アプリ改良）

【メニュー②：準備段階】
・簡易版のプラットフォームの構築
・学校のタブレットに情報提供

【実証実験の凡例】
健：ウェルネスタウン（健康増進）
学：ホームタウン（学び・交流等）
安：セーフティタウン（安心安全）

人流データ収集と分析
による人が集まる曜日、
時間帯を特定

ヒアリング結果（キーワード等の抜粋・代表事例）

【技術に関すること】

・ニーズ分析による適切な移動販売店舗の出店の仕組み

・不審者判断等のAIカメラの実証実験、混雑状況の把握を行う仕

組み（屋内）

・スマホカメラ画像からバイタル測定を行う仕組み

・健康管理をクラウドで行うシステム

・Wi-Fiで人の流動を把握するシステム（実証実験段階）

・EV車の実証実験

・AIによる最適な配車、最適ルートを導く仕組み

・歩き方から健康状態を把握する仕組み

など多数

【スマートシティに関する意見等】

・外出できない方がバーチャル空間でウォーキングコースを確認

できると意識向上につながる（事前にコースの確認ができる）

・運動する意味（弱体化するなど）の周知が必要

・既存の施設の有効活用（教えたい人と教わりたい人のマッチン

グを行う仕組み）

・周南緑地で1日過ごせるような施策が必要（カフェ、温泉、遊ぶ

場所等）

・一般の方がインターネットを利用して、施設の予約を行うシス

テムが必要（ポータルサイトで予約・情報配信などの一元管）

・監視カメラ等の設置による安心安全策が必要

・事業縮小とならないようなデータの使い道や経済的効果の追求

が必要

・アプリを普及するには無料であることが重要

など多数

【スマートシティの進め方等に関すること】

・スモールスタートに加えて、アジャイル開発で事業を進めるこ

とが重要

・普段使いできるアプリが望ましい

・データが自然とプラットフォーム等に登録される仕組みを構築

することで事業の継続性が高くなる

など多数

§２.事業計画（素案）
令和3年度 周南市スマートシティ推進業務

※アンケート、企業ヒアリングが完了していないなど、まだ検討や調整を必要とする内容を多く含んで
いますので、今後、事業内容等は変更されます。
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◼ 全国におけるスマートシティ推進の取組

§３.スマートシティの実現に向けた体制について

1 スマートシティコンソーシアムの構築に向けて

令和元年に国の関係府省が連携して設立したスマートシティ官民連携プラット
フォームには、現在871の団体が登録されており、民間事業者、研究機関、自治体
等が連携してスマートシティ実現に向けて取り組んでいます。

組織形態※

協議会型 コンソーシアム型

資
金
調
達

行政主導型

■タイプ１
行政が事務局となり、多様
な主体の参画のもと協議会
メンバーが調査研究・事業
を実施。

■タイプ２
行政が主となり、民間事業者の出
資も募りながら設立する運営組織。
主に公共サービスを提供すること
を目的とする。

エリアマネ
ジメント型

■タイプ３
一定のエリア内の事業者や
住民からの寄付や会費等を
募り、協議会の運営や各種
事業を行う。

■タイプ４
一定エリア内の事業者や住民に対
するサービス提供や独自の資金調
達等を行い自律的に活動を展開。

【タイプ１】行政主導型・協議会型

●事例：会津若松市
会津若松市が全体統括等の中心機能を担いつつ、多数のステークホルダーで構成される「会津若松市
まち・ひと・しごと創生包括連携協議会」と、市・会津大学及び地元企業を中心として構成される
「会津地域スマートシティ推進協議会」が、それぞれ連携・役割分担をして、スマートシティを推
進・実現している。

【特徴】
・活動の目的を共有しながら、多様

な主体の知恵や技術、ノウハウを
活かすことができる。

【留意点】
・多様な主体の利害調整、不公平感を生まない工夫などが必要。
・新たに参画を希望する企業等が比較的容易に参加が可能な

オープンな組織とすることや、柔軟な運営が求められる。

【タイプ３】エリアマネジメント型・協議会型

●事例：Fujisawa SST(サスティナブル・スマートタウン)協議会（藤沢市）
パナソニック株式会社の工場跡地について、2010年にパナソニックと藤沢市が街づくりに関する基本
構想を作成し、その基本構想に賛同する企業や大学など18団体（2020年3月現在）が参画する
「Fujisawa SST協議会」によって街づくりが行なわれている。

【特徴】
・代表企業の強みを生かした領域の事業

展開が可能。
・民間主体で進められるため、スピード

感を持った推進が可能。

【留意点】
・市民からの信頼獲得（関係者からみた公平性の確保）
・収益性の低い事業への企業の参加が期待できない可能性

がある。
・組織の自主性の担保が難しい。
・関係主体が増えるとスピード感が低下する懸念がある。

内閣府資料：https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/a-whitepaper2_200331.pdf
松山市におけるスマートシティ実現に向けた取り組み：https://www.uit.gr.jp/gijutu/file/02/e02_r01.pdf
Fujisawa SST：https://fujisawasst.com/JP/
Fujisawaサスティナブル・スマートタウン土地区画整理事業：
https://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/tosei/machizukuri/tochi/kukaku/shikochu/kukakuseri.html
スマートシティ開発を支える投資ファンドの研究：http://www.trust-mf.or.jp/business/pdf/download/20210324.pdf

【タイプ２】行政主導型・コンソーシアム型

●事例：松山スマートシティ推進コンソーシアム
主に「交通」をテーマに活動。全体の取りまとめは松山市と公民学連携組織である「アーバンデザイ
ンセンター(UDCM)」 が担当し、必要に応じて地元企業や愛媛県などとも連携をはかる体制。

【特徴】
・公益性の高いテーマに適し、主体を明

確化した持続的な活動がしやすい

【留意点】
・行政の資金が主となることから、民間の創意工夫をう

まく活かす工夫が必要。

【タイプ４】エリアマネジメント型・コンソーシアム型

●事例：柏の葉スマートシティコンソーシアム（柏市）
三井不動産とともに、行政・民間企業・大学で構成される柏の葉アーバンデザインセンターが統括組
織の役割を果たしており、住民・行政・大学・民間企業が幅広く連携して運営するスマートシティへ
発展している。

【特徴】
・事業主体が明確になり、資金調達や資

金管理がしやすい。

【留意点】
・テーマの選択が収益性に左右される可能性がある。
・民間企業による資金調達が主となるため、公共事業と比

較すると経済環境の変化の影響を受けやすい。

資
金
調
達

行政主導型
・行政が中心となって、スマートシティを主導する。
・行政は組織の組成、ルールづくりや、計画(戦略)策定等

を主宰・主導するほか、計画の進捗状況を調整する。

エリアマネジメ
ント型

・地域まちづくり団体及び地方公共団体が主導する。
・行政は、地域まちづくり団体等と協働し、組織の組成、

計画 (戦略)策定等を牽引するほか、地域まちづくり団体
の活動をサポートする。

組
織
形
態

協議会型
・地域の企業や自治体など、多くの主体が会員として参加

する会議体により、各主体の活動を調整する。
・市⺠参加と産官学⺠携が特徴。

コンソーシアム
型

・自律的な活動組織（一般社団法人やNPO等）を設置して運
営を行う。

◼ スマートシティの類型
スマートシティは、対象エリア、目的、取組内容や中心的な役割を果たす主体等により、
様々な形が考えられますが、内閣府によると、主に典型的なものとして、「行政主導
型」と「エリアマネジメント型」があるとされています。
また、組織形態からは「協議会型」と「コンソーシアム型」の２種類がみられます。

スマートシティの活動主体のタイプは、資金調達×組織形態から、以下の４タイプに
整理されます。
※スマート指定官民連携プラットフォームに登録されている組織の形態を明確に区分
することはできませんが、典型例として示すものです。

◼ スマートシティの活動主体のタイプ

内閣府「スマートシティガイドブック（概要版）」https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/smartcity/00_scguide_s.pdf

令和3年度 周南市スマートシティ推進業務

https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/a-whitepaper2_200331.pdf
https://fujisawasst.com/JP/
https://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/tosei/machizukuri/tochi/kukaku/shikochu/kukakuseri.html
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• スマートシティ推進協議会においては、会津若松市が事務局として参加しながら、スマート

シティ施策が実行されている。

• 全ての施策が協議会で実施されるのではなく、市からの直接業務委託や、他の官民連携した

協議会等や民間企業が実施する例も複数存在する。

• 包括連携協議会においては、KPIに基づく同市のスマートシティの進捗状況の評価やフィード

バックを行う役割を担っている。

●【タイプ１】行政主導型・協議会型 …会津若松市

●【タイプ４】エリアマネジメント型・コンソーシアム型 …柏市

●【タイプ２】行政主導型・コンソーシアム型 …松山市

●【タイプ３】エリアマネジメント型・協議会型 …藤沢市

1 スマートシティコンソーシアムの構築に向けて

◼ スマートシティ推進体制の事例

内閣府「スマートシティガイドブック（概要版）」https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/smartcity/00_scguide_s.pdf
国土光津省「スマートシティについて」
https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/reform/committee/20191209/shiryou2_3.pdf

• 松山アーバンデザインセンター (UDCM)が、市・民間事業者・大学による公・民・学連携組織

のプラットフォームとして、市と民間事業者とをつなぎ、市民を巻き込みプロジェクトを牽

引するとともに、都市マネジメントの担い手の一員となることも想定されている。

• 「交通」がテーマとなり、民間企業としては、データ集約基盤等の技術的な検討を担う事業

者、鉄道事業者、人流データ調査実務を担う事業者等が参画し、必要に応じて、地元企業や

愛媛県などとも連携をはかっている。

図は、柏の葉スマートシティ 資料を基に作成 https://www.kashiwanoha-smartcity.com/images/pdf/200807_plan.pdf
Fujisawa SST コンセプトブックをもとに作成
https://fujisawasst.com/JP/wp_jp/wp-content/themes/fujisawa_sst/pdf/FSST-ConceptBook.pdf

Fujisawa SSTマネジメント
株式会社事業者 NPO

Fujisawa SST コミッティ
（次世代の自治組織）

藤沢市
Fujisawa SST

協議会

• 従来の自治会の役割に加え、環境・エネルギー、安心・安全の様々な活動や所有資産の維持

管理までを行う役割を持った自治組織として、「Fujisawa SST コミッティ」を設けている。

• 「Fujisawa SST コミッティ」でうまれた声を拾い上げ、個々のサービスやシステムへと具現

化する企業体組織「Fujisawa SST マネジメント株式会社」を設立。パートナー企業や藤沢市、

周辺地域の自治体などとの交渉も担当。

ディベ
ロッパー

柏市

コンソーシアム参画企業・関連企業

柏の葉スマートシティ
（市民、利用者）

UDCK
UDCKタウンマネジメント

（プロジェクトマネジメント）

運営負担運営負担

データ
ノウハウ

技術投資 サービス利用料

• 柏の葉スマートシティ実行計画（令和２年３月）では、柏の葉アーバンデザインセンター

（UDCK）を中心として、UDCKタウンマネジメント、柏市、ディベロッパーをキープレーヤーと

して、様々なプレーヤーが連携する推進体制により、取組みを展開することが示されている。

• また、モビリティ、エネルギー、パブリックスペース、ウェルネスの各分野において、取組み

内容や推進体制が整理されている。

§３.スマートシティの実現に向けた体制について
令和3年度 周南市スマートシティ推進業務

https://www.kashiwanoha-smartcity.com/images/pdf/200807_plan.pdf

